
１ はじめに

平城宮の東端には南北７５０�、東西２５０�の張り出し部

があり、その南半部を東院地区と呼称している。東院地

区の調査は、これまで南辺部と西辺部の調査が進められ

てきた。南辺部では宮城門や南面大垣、園池を中心とす

る庭園区画などを明らかにし、西辺部では東院地区の西

限を示す区画施設や総柱建物群などが確認されている。

『続日本紀』などによると、東院の記載は天平勝宝６

年（７５４年）以降に散見される。東院には称徳天皇の「玉

殿」があり、宝亀年間（７７０～７８０年）にみえる「楊梅宮」

もこの地に比定されている。しかしながら、東院中枢部

分ではほとんど調査されておらず、その様相は充分に把

握されていないのが現状である。東院地区は平城宮のな

かでも解明が期待される地区のひとつと言えよう。

今回の調査区は、総柱の掘立柱建物群を検出した第

２９２次調査（１９９８年度）の東側に設定した（図１６１）。調査は

２００６年４月４日から開始し、４月１８日まで重機掘削をお

こなった。その後、調査を一時中断し、１０月２日から再

開して１２月２７日に終了した。調査面積は１７１１�である。

２ 既往の調査成果

本調査区の周辺では、西側の第２２次南調査（１９６４年度）

と第１２８次調査（１９８０年度）において、東院地区西辺部の

様相が明らかとなり、時期を経るごとに整備・拡充され

ていく状況が把握された。まず、平城宮造営当初の遺構

は希薄であり、奈良時代前半でも排水路等による整備し

かおこなわれていなかったことが認められた。奈良時代

中頃から奈良時代後半にかけて、東院地区の西限を区画

する塀が構築されるとともに、掘立柱建物群や大型井戸

SE９６００が築造されるなど、当地区が拡充されていく。こ

の西面の塀は、奈良時代後半頃は掘立柱塀SA５７４０であ

ったものが奈良時代末頃には築地塀SA５７６０に造り替え

られると同時に、その位置も当初より西側に移動するこ

とが明らかとなった。また、大型井戸SE９６００とその周辺

建物群は、「東家」、「大膳」、「盛所」などの墨書土器が出

土したことから、東院に付属する雑舎や厨などの施設で

ある可能性が指摘されている（『昭和５６平城概報』）。

第２９２次調査と第３８１次調査（２００４年度）では、大規模な

総柱の掘立柱建物群が注目される。３棟が確認されてお

り（SB１８７６０、SB１８７７０、SB１７８００）、重複関係があるものの、

いずれも奈良時代中頃から後半に属す。その性格につい

ては、「楼閣」あるいは「倉庫群」とする見解が提示され

ているが、いずれも確証を得る資料がなく、いま少し広

い視野で検討する必要が生じた（『年報１９９９－Ⅲ』、『紀要

２００６』）。

当研究所では、東院地区の様相を明らかにするために

今後５年間にわたり継続的かつ重点的に東院地区を調査

する計画にある。本調査はその１年目であり、その目的

は総柱建物群周辺域の様相を明らかにするとともに、東

院地区中枢部の様相解明への手掛かりを得ることにある。

３ 地理的環境と基本層序

東院地区周辺の現地形は、東半部が北から南の宇奈多

理神社に向かって張り出す丘陵にあたり、南に向かって

低くなる地形になっている。西半部は水上池からつづく

谷地形であるため、西側が低くなる地形となる。

本調査区における遺構検出面で比高差を見てみると、

南北の比高差は１０～２０�程度であり、北側がわずかに高
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図１６１ 第４０１次調査区位置図 １：５０００
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い緩傾斜となる。それに比べて、東西方向の比高差は大

きく、東西の比高差は約１００�をはかる。西に向かって大

きく下がる傾斜面であることがわかる。

つぎに、基本層序を確認しておく（土層の色調について

は、小山正忠・竹原秀雄編２００５『新版標準土色帳２００５年版』を用

いた）。本調査区では中近世から近代の耕作土（図１６２－１

～３層）を除去すると、平均して地表下約４０�に整地土

（図１６２－５・６層）が認められる。この整地土上面が遺構

検出面となる。ただし、この整地土は後世の削平のため

か確認できた地点は一部にとどまる。したがって、さら

に下層の整地土（図１６２－７層、図１６５－A・B層）上面で遺構

を検出した箇所が多い。このように複数の整地層があ

り、下層の整地土（図１６２－７層、図１６５－A・B層）が平城宮

造営当初のものと考えられる。

地山については、若干しまりの悪い土層ではあるもの

の、遺物がまったく出土していないことから、黄色層

（図１６５－C層）以下を地山と判断した。

４ 検出遺構

今回の調査で検出した遺構は掘立柱建物、掘立柱塀、

石組溝などがある。なお、礎石建物は確認していない。

ここでは、遺構の重複関係、建物配置、出土遺物をも

とに各遺構を５時期（Ⅰ～Ⅴ期）に分けたうえで、時期ご

とに遺構の説明をおこなうこととする（図１６３・１６４）。

Ⅰ 期

SB１７８４０ 第２９２次調査で一部を検出していた建物で、今

回その規模が明らかになった。桁行７間、梁行２間の身

舎の南北両面に庇をつける東西棟建物。柱間寸法は身舎

が３�（１０尺）等間であり、南庇の出は２．１�（７尺）であ

る。北庇は本調査区外にあたるが、第２９２次調査の成果に

よると、北庇の出は３�（１０尺）のようである。柱穴の重

複関係から、Ⅲ期のSA１８９１５に先行する。

SA１７８０１ 第２９２次調査で３間分が確認されていた東西

塀で、あらたに東側につづく４基の柱穴を検出した。柱

間寸法は３�（１０尺）。SB１７８４０の南９．９�（３３尺）の位置

にあること、SB１７８４０と柱筋がほぼ一致することから、

SB１７８４０の目隠し塀と考えられる。SB１７８４０と中軸を合

わせて東西対称に展開すると推定されるので、本来は９

間の東西塀であると思われる。Ⅱ期のSB１７８０５、Ⅲ期の

SA１８９１５、Ⅳ期のSK１８９３２、Ⅴ期のSB１８９３５と重複し、こ

れらより古い（図１６５－④）。

SB１８８９５ 南北３間、東西１間分を検出した建物。柱間

は３�（１０尺）。SB１７８４０を中心とした東西対称の西側の

位置には、第２９２次調査でSB１７８０４が確認されている。し

たがって、SB１７８４０、SB１７８０４、SB１８８９５は一連の建物群

と推定できるので、SB１８８９５はSB１７８０４と同規模と推測

される。すなわち、桁行５間、梁行２間の南北棟建物と

なろう。重複関係からⅢ期のSB１８９１６に先行する。

SB１８８９６ 第２９２次調査ではSB１８８９７とともに東西棟建物

SB１７８５０とされていたが、本調査で東側の妻柱が確認で

きなかったことから、桁行５間、梁行１間の東西棟建物

とした。Ⅱ期のSB１７８０５、Ⅳ期のSA１７８２５に先行する。

SB１８８９７ SB１８８９６と同様の理由から、桁行５間、梁行１

間以上の東西棟建物と考えた。北側に庇が付くが、建物

自体が調査区の南につづくので、建物の規模や南庇の有

無などについては不明。重複関係から、Ⅳ期のSA１７８２５

に先行する。

SB１８８９８ 南北２間、東西２間分を検出した総柱建物。

建物は調査区の東および南へつづくので、その規模は不

明である。柱間寸法は３�（１０尺）等間。重複関係からⅤ

期のSA１８９４１に先行する（図１６５－①）。

Ⅱ 期

SB１７８０５ 第２９２次調査では南北庇の付く東西棟建物と

推測されていたが、本調査で桁行７間、梁行２間の身舎

に四面庇が付く東西棟建物となることがわかった。柱間

は庇の出も含めて３�（１０尺）等間である。Ⅰ期のSA

１７８０１より新しく、Ⅲ期のSA１８９１５・SB１８９１６、Ⅳ期のSA

１７８２５・SK１８９３２・SK１８９３３、Ⅴ期のSB１８９３５（SA１８９４１）

に先行する（図１６５－�～�）。
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SD１８９０５ 西区北端で６�分を検出した石組溝。南北方

向に延び、調査区外へとつづく。側石と底石で構成され、

調査区北端の２�分は側石が残るが、南側では側石は抜

き取られて底石が残るのみである。長辺１５～４０�の石を

用いている。重複関係からⅢ期のSD１８９１７に先行する。

SD１８９０６ SD１８９０５の東側で検出した南北方向の石組

溝。１３�にわたって検出し、北は調査区外へとつづいて

いる。SD１８９０５と一連の石組溝と考えられ、溝の心々間

距離は７．５�（２５尺）である。一辺５０�程度の平石を使っ

ており、調査区北端では側石と底石で構成される様子が

良くわかる。南側では側石が抜き取られており、底石が

残るのみである。Ⅲ期のSD１８９１８より先行する。

SD１８９０８ SD１８９０５の東側で確認した南北の素掘溝。Ⅰ

期のSB１７８４０より後出し、Ⅴ期のSB１８９３６に先行する。

SD１８９０９ SD１８９０６の西側で検出した南北の素掘溝。SD

１８９０８と一連の溝と考えられ、心々間距離は５．４�（１７尺）

となる。瓦質磚とともに緑釉磚が１０点ほど出土した。

SD１８９２６ 西区北端で検出した東西方向の石組溝であ

る。側石は抜き取られており、底石だけが確認できる。

底石は長辺３０～４０�の平石を並べたものである。SD

１８９４０より先行する。

SX１８９０７ 南北方向の石列。６�にわたり検出した。一

辺２０～４０�の平らな石を立てるようにして据えており、

西側の面が意識して揃えられているようである。

Ⅲ 期

SA１８９１５ １２間分を検出した南北塀。柱間寸法は３�（１０

尺）。南北ともに調査区の外へとつづくようである。第

２９２次調査のSB１７８００・SB１７８１０・SB１７８２０とSB１８９１６の

ちょうど中間に位置し、それぞれ１８�（６０尺）の距離にあ

る。重複関係からⅠ期のSB１７８４０、Ⅱ期のSB１７８０５より後

出し、Ⅴ期のSB１８９３６に先行する（図１６５－�・�）。なお、

Ⅳ期のSA１７８２５とは柱筋が揃い、また６�（２０尺）の距離

にあることから、両者を一連の遺構として捉え、SB

１８９１６と同様に桁行１２間以上、梁行２間の南北棟建物と

理解することも可能ではある。しかしながら、ここで

は、第２９２次調査と第３８１次調査で確認した総柱の掘立柱

建物群との区画を担う塀として理解しておきたい。

SB１８９１６ 桁行１２間以上、梁行２間の南北棟建物。柱間

寸法は３�（１０尺）等間。南北いずれも調査区の外へとつ

づく。先述したように、SA１８９１５の東１８�（６０尺）に位置

する。Ⅰ期のSB１８８９５とⅡ期のSB１７８０５より後出し、Ⅳ期

のSD１８９２７に先行する。

SD１８９１７ Ⅱ期のSD１８９０５に重複してつくられた南北石

組溝。５�にわたって検出したが、側石あるいは側板は

抜き取られており、底石を確認できるのみである。底石

には４０～５０㎝の平石を並べる。後述するSD１８９１８と一連

の石組溝と考えられ、溝の心々間距離は８．４�（２８尺）。

SD１８９１８ SD１８９１７に平行する南北の石組溝。９�にわ

たって検出した。側石あるいは側板は抜き取られ、底石

が残るのみである。北端では底石が抜き取られている状

況が認められるので、この石組溝がさらに北へとつづく

ことがわかる。底石には長辺４０�ほどの平石を２列に並

べている。Ⅱ期のSD１８９０６と重複してつくられている。

Ⅳ 期

SA１７８２５ 第２９２次調査で確認していた南北塀で、新たに

北側につづく３基の柱穴を検出した。調査区の南と北側

につづく。柱間寸法は３�（１０尺）。Ⅴ期の遺構と重複し

ないことから、Ⅴ期まで存続していた可能性がある。す

でに指摘されているように、本調査区南側の第２４３次調

査（１９９３年度）で検出したSA１６２６０と柱筋が一致するの

で、一連の塀となる可能性がある（『年報１９９９－Ⅲ』）。重

複関係からⅠ期のSB１８８９６とSB１８８９７、Ⅱ期のSB１７８０５よ

り新しい。

SB１８９２５ 桁行７間、梁行２間以上の南北棟建物で、西

庇が付く。調査区の東へとつづく。柱間寸法は３�（１０

尺）等間。重複関係からⅤ期のSB１８９３７に先行する。

SD１８９２７ 東西方向の溝である。東区では石組が残る

が、西区では素掘りである。西区の溝は石が抜き取られ

たわけではなく、元来素掘りであったと考えられる。東

区の石組は底石を残すのみである。Ⅱ期のSD１８９０６、Ⅲ

期のSB１８９１６・SD１８９１８より後出し、Ⅴ期のSB１８９３５よ

り先行する。

SD１８９２８ SD１８９２７の南側で確認した東西方向の溝であ

る。西区では素掘りの溝で、東区では石組となる。石組

は底石だけを残す。Ⅴ期のSA１８９４１より古い。

SD１８９２９ SB１８９２５の南で検出した東西方向の溝。側石

あるいは側板は抜き取られており、底石のみを残す。底

石には４０㎝程度の平石を用いている。これらSD１８９２７～

１８９２９の３条の東西溝の心々間距離は、北から順に１１．１

�（３７尺）、８．４�（２８尺）となる。
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SA１８９４１（Ⅴ期）抜取の埋土
１．１０YR５／２灰黄褐 砂質土
SA１８９４１（Ⅴ期）掘形の埋土
２．１０YR８／８黄橙 粘質土
３．１０YR７／１灰白 砂質土
４．１０YR７／１灰白 砂質土
（１０YR８／８黄橙 粘質土を含む）

５．１０YR７／１灰白 砂質土
６．２．５Y８／８黄 砂質土

SB１８８９８（Ⅰ期）抜取の埋土
７．２．５Y７／１灰白 砂質土
８．５YR７／８橙 砂質土
９．７．５YR７／８黄橙 砂質土
１０．７．５YR８／８黄橙 砂質土
SB１８８９８（Ⅰ期）掘形の埋土
１１．５YR７／８橙 粘質土
１２．１０YR８／８黄橙 粘質土
１３．１０YR７／３にぶい黄橙 粘質土
１４．１０YR７／２にぶい黄橙 粘質土

SB１８９３５（Ⅴ期）抜取の埋土
１．１０YR５／１褐灰 砂質土
SB１８９３５（Ⅴ期）掘形の埋土
２．１０YR４／１褐灰 砂質土
３．１０YR６／４にぶい黄橙 粘質土
４．１０YR６／１褐灰 粘質土
５．１０YR７／８黄橙 粘質土
６．１０YR８／６黄橙 粘質土
７．２．５Y６／１黄灰 粘質土

SA１８９１５（Ⅲ期）抜取の埋土
８．７．５YR４／２灰褐 砂質土
９．１０YR８／８黄橙 砂質土
１０．１０YR６／６明黄褐 砂質土
１１．１０YR７／６明黄褐 砂質土
SA１８９１５（Ⅲ期）掘形の埋土
１２．１０YR５／２灰黄褐 粘質土
SB１７８０５（Ⅱ期）掘形の埋土
１３．１０YR４／１褐灰 粘質土
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８DD ４８SA１８９４１（Ⅴ期）抜取の埋土
１．５YR６／２灰褐 粘質土
SA１８９４１（Ⅴ期）掘形の埋土
２．５YR６／１褐灰 粘質土
（１０YR８／８黄橙 粘質土を含む）

３．５YR６／１褐灰 粘質土

４．１０YR８／８黄橙 粘質土
５．１０YR６／１褐灰 粘質土
６．１０YR７／８黄橙 粘質土
SB１７８０５（Ⅱ期）掘形の埋土
７．７．５YR７／８黄橙
下層遺構の埋土
８．５YR６／１褐灰 粘質土

SA１８９１５（Ⅲ期）抜取の埋土
１．１０YR４／２灰黄褐 粘質土
SA１８９１５（Ⅲ期）掘形の埋土
２．１０YR８／８黄橙 粘質土
（径２�の礫を少量含む）

３．１０YR７／１灰白 粘質土
４．１０YR８／６黄橙 粘質土
SB１７８０５（Ⅱ期）抜取の埋土
５．７．５YR６／１褐灰 砂質土

SB１７８０５（Ⅱ期）掘形の埋土
６．１０YR８／８黄橙 粘質土
（径１�の礫を少量含む）

７．１０YR６／１褐灰 粘質土
８．１０YR７／１灰白 粘質土
（７．５YR８／８黄橙を含む）

SA１７８０１（Ⅰ期）掘形の埋土
９．７．５YR７／８黄橙 粘質土
１０．７．５YR８／８黄橙 粘質土
１１．１０YR８／８黄橙 粘質土

※共通の土層註記
整地土
Ａ．５YR５／１褐灰 砂質土
（５YR６／８橙 粘質土を含む）

Ｂ．５YR５／１褐灰 砂質土

地 山
Ｃ．２．５Y８／８黄 粘質土
Ｄ．２．５Y８／４淡黄 粘質土
Ｅ．２．５Y８／２灰白 粘質土
（５YR７／６橙 粘質土を含む）

図１６５ 重複する柱穴の平面図・断面図 １：５０
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SX１８９３０ 東区東南隅で検出した掘込地業。東西５�、

南北３mの範囲で検出した。調査区外の東および南へと

つづくようである。基壇土などは削平されており、柱穴

の確認には至らなかった。

SK１８９３２ 西区中央において検出した南北５m、東西２．５

mの不整形な大土坑で、深さは最大で１mをはかる。軒

丸瓦６３０８A型式（平城宮軒瓦編年Ⅱ－２期）が出土。重複関

係から、Ⅰ期のSA１７８０１、Ⅱ期のSB１７８０５より後出する。

SK１８９３３ SK１８９３２の南で確認した、南北８m、東西３m

の不整形の大土坑。深さは最大で６０㎝。軒丸瓦６１３１A型

式・６１３２A型式（Ⅲ－１期）が出土している。重複関係か

ら、Ⅱ期のSB１７８０５より新しい。

SK１８９３４ 東区北端で検出した、長径１６０㎝の円形土坑。

多量の瓦が出土した。軒瓦の型式を列挙すると、軒丸瓦

６２２５A型式・６２８２E/G/Ha型式・６３０８Aa型式（Ⅱ－２～Ⅲ

－１期）、軒平瓦６６６３A/B型式（Ⅱ－２期）。

Ⅴ 期

SB１８９３５・SA１８９４１ 西区で確認した桁行１０間、梁行２

間の南北棟建物（SB１８９３５）。柱間寸法は３m（１０尺）等間。

東南隅柱には東へ２間、北へ６間の逆「L」字形の庇（SA

１８９４１）が取り付く。目隠し塀と推測されよう。その柱穴

のひとつでは、礎盤石が確認された（図１６５－�）。柱間は

東に張り出す２間が２．７m（９尺）で、南北の６間が３m

（１０尺）。重複関係から、Ⅰ期のSA１７８０１とSB１８８９８、Ⅱ

期のSB１７８０５、Ⅳ期のSD１８９２７より後出する（図１６５－�～

�）。なお、このような庇が付く建物は類例に乏しいが、

兵部省の西第一堂SB１２９９０（SA１２９８６）と東第一堂SB

１３７５０（SA１３７５６）がある（『平城報告ⅩⅥ』）。

SB１８９３６ SB１８９３５の北５．７m（１９尺）で検出した、梁行２

間の建物。SB１８９３５との位置関係から、両者の密接な関

連性は充分に想定しうるので、SB１８９３５と同様に南北に

長大な建物となる可能性があろう。Ⅰ期のSB１７８４０、Ⅱ

期のSD１８９０８、Ⅲ期のSA１８９１５より新しい。

SB１８９３７ 東区東北隅で南北３間分を検出した建物。調

査区の北および東につづくと思われ、規模は不明であ

る。Ⅳ期のSB１８９２５より後出する。

SD１８９３８ SB１８９３７の西側で検出した、南北の石組溝。長

辺３０cmほどの平石を並べて底石とする。側石は抜き取

られている。

時期不明

SA１８９０３ 東区で確認した東西塀。ただし、正方位には

のらず、若干南北に振れている。２間分を検出しており、

調査区外の東側へとつづくようである。３基の柱穴とも

礎盤石をもつ。奈良時代より新しい遺構と思われる。

SB１８９３１ 東区北端で東西２間分を検出した建物。一部

の検出にとどまるため規模は不明であるが、ひとまず南

北棟建物と想定しておく。柱間は３m（１０尺）。重複関係

からⅢ期のSB１８９１６、Ⅳ期のSK１８９３４より古く、Ⅱ期の

可能性がある。

SB１８９０２ 西区東南隅において南北１間、東西２間分を

検出した総柱建物。柱間寸法が２．４m（８尺）と狭く、柱穴

の大きさも他のそれよりも小さい。

SD１８９０４ 西区を斜めに横断する素掘りの溝。溝の幅は

約１m。重複関係からⅠ期のSA１７８０１より古い遺構であ

り、古墳時代以前の遺構と考えられる。

SD１８９４０ 西区で検出した南北の素掘溝。溝の底には平

瓦を敷いている。重複関係からⅡ期のSD１８９２６より後出

するが、それ以上の時期比定は難しい。

SX１８９３９ 西区南端で検出した性格不明の遺構。約３０㎝

四方の石を南北一列に並べ、その東側１．５mの範囲には

直径５㎝の小礫を敷き詰めている。南北の石列は調査区

南端から１．５mにわたって６石を確認しているが、それ

より北側ではこの石列は抜き取られている。

（和田一之輔）

５ 出土遺物

土 器 整理箱３６箱分の土器が出土しているが、奈良時

代の遺構に伴うものは少ない。そうしたなかで特筆すべ

きは、Ⅲ期の建物SB１８９１６の柱穴抜取埋土から出土した

図１６６ 第４０１次調査出土の奈良二彩 １：４
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奈良二彩の鉢である（図１６６）。この鉢は口径約２８�、胴部

径約３２㎝の鉄鉢形をなし、外面全面に緑釉を施したの

ち、白釉をスポット状に加えている。内面には透明釉を

塗布しており、口縁部にのみ緑釉がかかる。胎土は黄白

色で精良なものである。底部を失っているが、奈良時代

後半のものと考えられる。 （森川 実）

瓦磚類 本調査区で出土した瓦磚類は、表１６の通りであ

る。このなかには緑釉平瓦と緑釉磚を含んでいる。磚の

一つには、「五□［七カ］」と焼成前の箆書きが認められ

る。この表面に緑釉の付着はみられないが、緑釉磚と共

通して、胎土がきわめて精良、色調が乳白色なことか

ら、これも緑釉磚と推定できる。文字は、この側面の残

存箇所に、縦方向に書いている。

また本調査区では、基壇化粧に用いたとみられる凝灰

岩製の切石も出土した。 （深澤芳樹）

石 器 第４０１次調査の西区では、サヌカイト製の石器が

４点出土している。図１６７の１はナイフ形石器で、横長剥

片の打面側に背部を作り出したもの。２は有底剥片であ

る。いずれも後期旧石器時代の石器である。 （森川）

６ ま と め

第２９２次調査の成果に今回の成果も合わせて、遺構の

変遷を再検討してみると、奈良時代のなかで区画施設

（掘立柱塀）の位置が大きく変化することに注目できる

（図１６４）。

Ⅰ期とⅡ期の区画施設はともに南北塀SA１７８０２であ

り、東院南門（建部門）をとおる東院中軸線から西へ約９０

�の位置となる。この塀の東側の建物配置を見てみる

と、Ⅰ期ではSB１７８４０を中心とする建物群が展開し、Ⅱ

期では四面庇付東西棟建物SB１７８０５がつくられる。

Ⅲ期になると区画施設が造り替えられて南北塀SA

１８９１５となり、東院中軸線から西へ約５１�の位置に変わ

る。この塀を境にして東西では建物群の様相が大きく異

なる。西側ではSB１７８００などの総柱建物群がつくられ、

東側では長大な南北棟建物SB１８９１６が認められる。した

がって、SA１８９１５は建物の様相が異なるふたつの区画を

区切る重要な塀と見なすことができる。

つづくⅣ期とⅤ期では、南北塀SA１８９１５の西６�の位

置にSA１７８２５が造り替えられるが、おおむねⅢ期と同様

の区画のあり方と見なすことができる。

このように区画施設と建物群の様相に着目してみる

と、Ⅱ期とⅢ期の間に画期を認めうる。これには石組溝

SD１８９０５・SD１８９０６の付け替えなども伴うことからも、

大きな改変と言えよう。この画期の時期を直接示す遺物

には恵まれていないが、このような大きな変化が生じる

背景を推測するならば、聖武天皇による平城還都（７４５年）

を想定することも可能であろう。Ⅳ期の遺構（SK１８９３２～

１８９３４）から出土した軒瓦の時期もこれと矛盾しない。

これまで東院地区で発掘した総面積は、東院地区全体

の３割にも満たない。今後の調査の進展とともに、ひき

つづき検討を深めていく必要がある。 （和田）

表１６ 第４０１次調査出土瓦磚類集計表

軒 丸 瓦 軒 平 瓦
型式 種 点数 型式 種 点数
６１３１ A ３ ６６６３ A ５
６１３２ A ３ B ４
６１３３ C １ ？ ３
６１４３ A １ ６６６４ D １
６１８２ Eb １ ？ １
６２２５ A ２ ６６８５ B ４

？ １ 新 １
６２８２ G １ ６６９１ A １

Ha １ ６７２１ C １
６２８４ Eb ２ D １

？ １ Ga ２
６３０８ A ２ ？ ３

N １ ６７６０ B １
６３１３ A ２ 型式不明 ７
６３１４ B １
型式不明 １０

軒 丸 瓦 計 ３３ 軒 平 瓦 計 ３５
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩

重量 １３８．２㎏ ３９４．４㎏ １１．２㎏ ６４．４㎏
点数 １４３９ ３９７６ ２９ ６２

道 具 瓦；面戸瓦 １点 緑釉磚 １７点

２

１

図１６７ 第４０１次調査出土の石器 ２：３
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